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長谷見 輝 生・小 島 一 男・吉 田 さゆり・島 田 ユミ子 
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事 務 局 
猪野塚生涯学習部長、鵜木ひとつくり支援課長、中村主幹、松本主任 

 

会 議 内 容 

１ あいさつ 

２ 議 事 

・ 第 28 回浮き城のまち行田少年の主張大会について 

・ 第 8 回彩の国郷土かるた行田大会について 

・ 平成 26 年新成人を祝う会について 

 ・ 人権教育合同学習講演会について 

・ その他 

会 議 資 料 

１ 各事業説明資料 

２ 漢字文化振興協会会報 
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市民憲章唱和 

１ 開   会 

２ あ い さ つ   渡辺議長 

          猪野塚生涯学習部長 

３ 議   事 

(1) 第 28 回浮き城のまち行田少年の主張大会について 

事務局に説明を求める。 

配布資料に基づき説明する。 

<質疑> 

主張大会の日程はいつもこの頃か。地域公民館の文化祭と重なってしまい、出

席できないので、変更できるのであればお願いしたい。 

自由応募となり、やり方を変えてから、時間が取れないなかであったが、小・

中学校の行事予定を考慮しながら、１１月の日程になったと思う。 

以前は夏休み中に開催したが、その後変更となって浮き城まつりと重なったこ

ともあり、県民の日を目安とするように変わったのではないか。 

公募になったので、先生の手が入らなくなったと聞いている。また、教育長賞

や郷友会長賞を当日に表彰しなくなったこともあり、方向としては良いのかな

と思う。（意見） 

日程については、今後、他の行事と重ならないよう検討していきたい。 

(2) 第 8 回彩の国郷土かるた行田大会について 

   事務局に説明を求める。 

   配布資料に基づき説明する。 

<質疑なし> 

(3) 平成 26 年新成人を祝う会について 

   事務局に説明を求める。 

   配布資料に基づき説明する。 

  <質疑> 

   例年、出席率 75％ということは４人に１人が欠席していることになるが、欠

席の理由を調査しているか。 他市の出席率はどれくらいか。 

   欠席者への調査はしていない。 出席率は県平均も 75％と同じ位である。 

   大学生の場合、試験の時期と重なることも欠席の理由であろう。 

(4) 人権教育合同学習講演会について 

事務局に説明を求める。 

   配布資料に基づき説明する。 

  <質疑> 

   会場について 24 年度は産業文化会館、25 年度は教育文化センターみらいであ
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るが、なぜ変わるのか。 

   予算上の理由もあり、人気のある講師の場合は収容人数が多い産業文化会館

1,000 席を会場とし、そうでない場合は教育文化センターみらい 500 席として

いる。 

 (5) その他 

事務局に説明を求める。 

① 平成 25 年度東部地区社会教育関係委員・職員基礎研修事業について 

   配布資料に基づき説明する。 

  <質疑なし> 

② 第 12 回全国藩校サミット行田大会について 

事務局に説明を求める。 

配布資料に基づき説明する。 

  <質疑> 

   参加者の宿泊地は市内か。 

   熊谷市内の宿泊施設も想定している。 

（補足説明） 

   実行委員会を９月に立上げ、行田らしい大会にしようと内容を検討している。 

   概要は次の５つの事業を予定しており、１．藩主会議（今後の方向性を議論）、

２．藩校会議（サミットの今後の事業）、３．研修会（漢字文化）、４．大会式

典・講演（一般の方への忍藩藩校への理解）、５．交流会（参加者の交流）で

ある。 

   実行委員会の担当はひとつくり支援課か。 

   実行委員会事務局を担当している。 

   過去の大会に参加していたか。 

   第 2回大会以降、忍郷友会が参加しているようだ。 

４ 閉   会   事務局 

以    上 

 


